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2010

総人口 ＝ 12,806万人 

平 均 年 齢 ＝ 45.0 歳 
中位数年齢 ＝ 45.1 歳 

1,584 万人 

（100） 
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2020

平 均 年 齢 ＝ 48.0 歳 
中位数年齢 ＝ 48.9 歳 

総人口 ＝ 12,410万人 

1,276 万人 

（ 80.5 ） 
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2030

総人口 ＝ 11,662 万人 

平 均 年 齢 ＝ 50.4 歳 
中位数年齢 ＝ 52.7 歳 

1,141 万人 

（ 72.0 ） 
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2040

総人口 ＝ 10,728 万人 

平 均 年 齢 ＝ 52.1 歳 
中位数年齢 ＝ 54.9 歳 

1,011 万人 

（ 63.8 ） 
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2050

総人口 ＝  9,708 万人 

平 均 年 齢 ＝ 53.4 歳 
中位数年齢 ＝ 56.0 歳 

852 万人 

（ 53.8 ） 
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2060

女性20-39歳人口 
（2010年＝100） 

総人口 ＝  8,674 万人 

平 均 年 齢 ＝ 54.6 歳 
中位数年齢 ＝ 57.3 歳 

736 万人 

（ 46.5 ） 

日本の人口ピラミッド ： 2010～2060年 

女性20-39歳人口 
（2010年＝100） 
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熊本県の人口推移 

○ 熊本県では若干の転出超過の傾向が継続しているが，2000年代以降は自然減も加
わり，人口が減少している。 
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資料：総務省「国勢調査」「人口推計」「住民基本台帳人口移動報告」，厚生労働省「人口動態統計」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」 
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福岡県の人口推移 
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資料：総務省「国勢調査」「人口推計」「住民基本台帳人口移動報告」，厚生労働省「人口動態統計」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」 

佐賀県の人口推移 
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宮崎県の人口推移 
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鹿児島県の人口推移 
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東京都の人口推移 

○ 東京都では自然増減はほぼ拮抗しているが， 1990年代後半大幅な転入超過となっ
ており，人口増加が継続している。 

0 

2,000,000 

4,000,000 

6,000,000 

8,000,000 

10,000,000 

12,000,000 

14,000,000 

16,000,000 

0 

200,000 

400,000 

600,000 

800,000 

1,000,000 

1,200,000 

1,400,000 

出生数 死亡数

転入者数 転出者数

総人口

転
入
・
転

出

数
／
出

生
・
死

亡

数
（人
）

総

人

口

（人
）

資料：総務省「国勢調査」「人口推計」「住民基本台帳人口移動報告」，厚生労働省「人口動態統計」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」 
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図表 16 地方と都市圏の人口推移（５年間隔） 

 
資料： 2010年以前：総務省統計局「国勢調査」、2015年以降：国立社会保障・人口問題

研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3月推計）」 
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図表 17 地方と都市圏の人口増減の推移（５年間隔） 

 
資料： 2010年以前：総務省統計局「国勢調査」、2015年以降：国立社会保障・人口問題

研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年 3月推計）」 
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都道府県別 高齢化率(2010年) × 人口減少率(2010～40年)  
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推計結果図（都道府県別） 
－ 2040年総人口指数（2010年＝100）－ 

沖縄県 
98.3 

秋田県 
64.4 資料：総務省統計局 

    「平成22年国勢調査」 
    国立社会保障・人口問題研究所 
    「日本の地域別将来推計人口 
     （平成25年3月推計）」 
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図表 20 都道府県別、６５歳以上人口の変化 ： 2010年、2040年比較 
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図表 22 首都圏の高齢化 ： 2040年 75歳以上人口増減率 
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− これまでと異なる 
  高齢化の規模と速度 
 
− 都市型生活形態 
 
→ 不足する医療・介護 
    施設・サービス 
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